


環境モデル都市・飯田の挑戦 内容

●飯田市の概要

●飯田市の温暖化対策政策

●その他



飯田市の概要



飯田市域の変遷

昭和12年４月 １日 飯田市発足
昭和31年９月30日 座光寺・松尾・竜丘・伊賀良・

山本・三穂・下久堅の７ヶ村と合併
昭和36年３月31日 川路村と合併
昭和39年３月31日 龍江・千代・上久堅の3ヶ村と合併
昭和59年12月１日 鼎町と合併
平成 ５年 ７月１日 上郷町と合併
平成17年10月１日 上村・南信濃村と合併



まちの暮らし・中山間地の暮らし



飯田市の概要

飯田人形劇フェスタ

霜月祭り（国重要無形文化財） お練り祭り

飯田市出身者

田中 芳男 菱田 春草 今村力三郎 太宰 春台

日本博物館の父 近代日本画の先駆者 法曹界 近世の儒者



飯田市の概要

昭和２２年 飯田の大火

【焼損面積】 48万1985m²
【焼失棟数】 3,742棟
【罹災人員】 17,778人
【損 害 額】 15億円（当時）

→200億円(現在)

昭和22年4月20日正午前に出火。
当時の市街地の7割を焼失。

連合国司令部（GHQ）による防火地帯を含むまちづくり



飯田市の概要

昭和３６年 水害

【浸水面積】 534万m²
【全 壊】 895棟
【半 壊】 605棟
【浸 水】 12,452棟
【死 者】 99名

昭和36年6月梅雨前線の活発化による集中豪雨。
6月27日には日量325mmの降雨を記録。

災害に強いまちづくり



まちづくりのテーマと目指す都市像



基本構想基本計画



飯田市の平均気温



飯田市の平均気温（過去10年平均）



飯田市の環境年表



環境モデル都市



飯田市環境モデル都市行動計画概要



環境モデル都市・いいだの取り組み



二酸化炭素排出量



公民で取り組むおひさまのエネルギー利用



年間日照時間



年間日射量



住宅用太陽光発電の普及



住宅用太陽光発電の世帯普及率と目標



新築住宅の太陽光発電設置割合



特色ある太陽光発電普及事業



特色ある太陽光発電普及事業



特色ある太陽光発電普及事業



特色ある太陽光発電普及事業



メガソーラーいいだ



メガソーラーいいだ



① 飯田地域に「分散型」の独立電源をできるだけ多く確保

② 市民にグリーンな電力を利用していただく
③ ローカル・クリーンエネルギー・ビジネスを育成し、飯田方式として全国に発信

① 飯田地域に「集約型」の独立電源を確保

→発電所の電力は6600ボルトの高圧線で地元の変電所に送電し、地元で利用
② 「ＲＰＳ法」による電力事業者への要請に対し、地方自治体として協力

１ 飯田市とおひさま進歩エネルギー㈱との協働による取組み

２ 飯田市と中部電力㈱との協働による取組み

多様な主体が公共空間を担う姿を太陽光発電事業者を
通じて実証することができた。

飯田市の太陽光発電普及政策の意義

規模の大小はあっても、どちらも重要な公民協働事業



公民で取り組むもりのエネルギー利用



飯田市の森林



南信バイオマス協同組合による木質バイオマス事業展開



木質ペレットの積極利用

H24.4.1現在
ペレットストーブ147台導入済み



環境の視点を含めた木材流通の必要性～現状～



りんご並木のエコハウス



りんご並木のエコハウス

●外気温と室内温度の差



りんご並木のエコハウス



公民で取り組む水のエネルギー利用



包蔵水力(上位10県)



小水力発電による地域の活性化



小水力発電による地域の活性化



飯田版マイクログリッド



飯田版マイクログリッド（電力）



飯田版マイクログリッド（熱・ガス）



飯田版マイクログリッド（マネジメント・ネットワーク）



低炭素な移動手段への転換



路線バス利用状況

（万人）



ＪＲ飯田線利用状況

（万人）



飯田市のレンタサイクル



レンタサイクル利用状況（1か月あたり距離）

（人）



イベント誘致による意識の向上



環境産業への取り組み



エコなライフスタイルへのナビゲーター役として、

絹代さん（自転車活用推進研究会理事、サイクルライフナビゲーター、健康管理士）を任命

市民のライフスタイルの変革を目指す試み



飯田市のこれからのまちづくり



地域主権による３Ｅの統合的取り組み



終わりに

近者説、遠者來
近き者説(=悦:よろこ)び遠き者来(きた)る



岸田國士（きしだくにお）「飯田の町に寄す」

ご静聴ありがとうございました。

「落ち葉」
菱田春草


